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№99　②

表紙写真によせて

12月議会

もくじ
Ｐ２　成人式
Ｐ４　定例会
Ｐ６　条例等
Ｐ７　委員会活動
Ｐ８　一般質問
Ｐ１５　みんなの広場
Ｐ１６　こんにちは

　令和元年12月第5回大月町議会

定例会は12月12日から17日まで

の会期6日間で開催され、補正予算

10件、条例7件、陳情2件、指定管

理2件、町道認定1件、特別委員会

設置1件の計23件が提出され、全

議案が承認・可決されました。一

般質問は6名が登壇し執行部をただ

しました。

夢と希望を持ってガンバレ!!

新
成
人
に
聞
い
た

大
月
町
に
思
う
こ
と

伊
與
田
阿
子
さ
ん

個
人
の
夢
を
か
な
え
る
手

伝
い
を
し
て
ほ
し
い
。

兼
松
 

圭
悟
さ
ん

育
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
地

元
が
い
い
。

い

よ

た

あ

こ

け
い
ご

か
ね
ま
つ
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山
本
 

怜
奈
さ
ん

働
き
口
が
な
い
・
遊
ぶ
場

所
が
少
な
い
。

井
上
 

紅
澪
さ
ん

食
べ
物
が
旨
い
。

　
恒
例
の
１
月
３
日
の

成
人
式
は
久
し
振
り
の

再
会
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
若
い
力
と
英
知
で
、

こ
れ
か
ら
の
大
月
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
す
よ

う
、
皆
さ
ん
の
ご
活
躍

を
心
か
ら
期
待
し
て
い

ま
す
。

大
月
町
議
会
議
員
一
同

おめでとうございます。
これからは大人の一員として、
ますます輝かしい人生になることを期待しています。

おめでとうございます。
これからは大人の一員として、
ますます輝かしい人生になることを期待しています。

れ
　
な

や
ま
も
と

く
れ
い

い
の
う
え
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特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

給 与 等 集 中 処 理

１億８１５３万円

△１８４万円

７３万円

３０８万円

１３５５万円

８万円

△３７８万円

△５００万円

６１億２００３万円

３億５１２５万円

９億１０７６万円

２億４３７５万円

８億４３１３万円

９８２１万円

９億７９３５万円

５億２２７５万円

会　　計　　名 補　正　額 総　　　額

特
　
別
　
会
　
計

一　　般　　会　　計

病　院　事　業　会　計

令和元年度　12月補正予算

A
　
統
合
保
育
所
建
築
で

伐
採
料
１
２
５
万
円
が
補

正
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初

予
算
で
計
上
済
み
で
は
な

い
か
。

B
　
当
初
予
算
は
統
合
保

育
所
の
支
障
木
の
伐
採
委

託
料
で
す
。
今
回
の
補
正

は
旧
大
月
分
校
の
裏
斜
面

の
支
障
木
伐
採
予
算
で
す
。

A
　
統
合
保
育
所
の
新
設

道
路
の
公
有
財
産
購
入
費

２
０
０
万
円
と
補
償
金
２

０
０
万
円
増
額
の
理
由
は
。

B
　
当
初
予
算
で
は
道
路

位
置
が
未
決
定
の
た
め
概

算
予
算
で
計
上
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
道
路
位
置

を
決
定
し
、土
地
購
入
額
、

木
々
伐
採
の
損
失
補
償
額

に
不
足
が
無
い
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　
新
た
に
開
所
す
る
、
お
お
つ
き
保
育
所
へ
通
じ
る
道

路
を
町
道
と
し
て
整
備
す
る
。

路
線
名
　
保
育
所
前
線

起
　
点
　
弘
見
字
ヲ
リ
ノ
シ
４
１
０
６
｜

２
０
９

終
　
点
　
弘
見
字
ヲ
リ
ノ
シ
４
０
９
８
｜

１

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
全
員
賛
成
）

〇
町
道
の
路
線
認
定
（
全
員
賛
成
）

国道321号線

おおつき保育所

至　宿毛

新設される町道保育所前線

定
　
例
　
会
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A
　
ア
バ
ン
に
決
定
の
理

由
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
不
採

用
の
理
由
は
。

B
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
月
町

地
域
資
源
活
用
協
議
会
の

計
画
は
、
観
光
資
源
等
の

有
効
利
用
す
る
こ
と
で
高

評
価
で
し
た
。
し
か
し
資

金
面
と
夜
間
等
緊
急
事
態

へ
の
対
応
に
不
安
が
残
る

と
い
う
審
査
結
果
の
も
と
、

現
在
指
定
管
理
を
継
続
し

て
い
る
株
式
会
社
ア
バ
ン

を
候
補
者
と
し
ま
し
た
。

A
　
資
金
面
で
の
不
安
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

B
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
月
町

地
域
資
源
活
用
協
議
会
は

平
成
３１
年
１
月
に
設
立
し

た
民
間
の
団
体
で
す
。

　
４
月
か
ら
運
営
を
開
始

す
る
と
、
４
月
、
５
月
、

６
月
に
大
き
な
災
害
等
が

起
こ
り
利
用
者
が
な
い
場

合
の
運
営
や
経
済
面
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

A
　
自
己
資
金
や
運
営
資

金
に
つ
い
て
要
件
に
挙
げ

て
い
た
の
か
。

B
　
要
件
の
中
に
は
定
款

と
決
算
書
の
提
出
は
求
め

て
い
ま
す
が
、
自
己
資
金

や
運
営
費
に
つ
い
て
は
挙

げ
て
い
ま
せ
ん
。

A
　
総
合
評
価
で
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
高
く
、
施
設
の

有
効
活
用
や
熱
意
も
あ
り

発
展
的
で
あ
る
の
に
資
金

面
や
夜
の
危
機
管
理
を
理

由
に
不
採
用
に
し
て
い
る
。

竜
が
浜
キ
ャ
ン
プ
場
は
夜

間
の
危
機
管
理
を
不
問
に

し
て
い
る
の
に
不
公
平
で

は
な
い
か
。

B
　
夜
間
の
危
機
管
理
は

採
用
の
必
要
条
件
で
は
な

く
、
ホ
テ
ル
ベ
ル
リ
ー
フ

の
管
理
が
ア
バ
ン
で
あ
れ

ば
、
危
機
管
理
体
制
が
十

分
と
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
判
断
で
す
。

A
　
以
前
は
ベ
ル
リ
ー
フ

の
使
用
料
を
無
償
に
し
て

い
た
経
緯
が
あ
る
。
地
元

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
育
成
の

た
め
に
無
償
期
間
を
設
定

し
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。

B
　
株
式
会
社
ア
バ
ン
は

発
展
的
な
事
業
計
画
と
は

い
え
ま
せ
ん
が
、
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
り
、
施
設
の

安
定
運
営
と
利
用
者
の
安

全
は
計
算
で
き
る
と
の
審

査
報
告
の
も
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
団
体
名
称
　
株
式
会
社
　
ア
バ
ン

　
指
定
期
間
　
令
和
2
年
4
月
1
日
よ
り
5
年
間

　
団
体
名
称
　
株
式
会
社
　
ア
バ
ン

　
指
定
期
間
　
令
和
2
年
4
月
1
日
よ
り
5
年
間観光客に快適に過ごしてもらうために

自然の中でのびのびと

〇
宿
泊
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

　
指
定
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理

に
つ
い
て
質
疑
が
集
中

〇
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
に
係
る

　
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
8
・
反
対
１
）
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〇
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定

【
内
容
】
会
計
年
度
任
用
職
員
（
臨
時
職
員
や
パ
ー
ト
な

ど
）
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
条
例

の
整
備
を
し
た
。

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
制
定

【
内
容
】
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
の
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
し
、

必
要
事
項
を
定
め
た
。

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
一
般
職
に
属
す
る
技
術
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
大
月
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
町
長
等
の
給
与
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に
旅
費
支

給
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】
以
上
の
条
例
改
正
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

引
き
上
げ
を
行
う
。

〇
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】
成
年
被
後
見
人
等
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正

化
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
改
正
を
行
う
。

　
陳
情
①
は
本
会
議
で
採
択
、
②
は
総
務
厚
生
常
任
委

員
会
に
付
託
し
採
択
し
ま
し
た
。

　
こ
の
案
を
本
会
議
で
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

①
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

②
す
べ
て
の
子
ど
も
に
よ
り
よ
い
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

※
意
見
書
は
関
係
省
庁
に
送
付
し
ま
し
た
。

完成間近の保育所

補聴器によって健やかに

〇
普
通
河
川
橘
浦
川
河
川
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
係
る
専
決
処
分

【
変
更
理
由
】

　
台
風
や
秋
雨
前
線
の
影
響
で
施
工
で
き
な
い
日
が

続
い
た
こ
と
に
よ
り
、
工
期
内
の
完
成
が
見
込
め
な

く
な
っ
た
た
め
。

【
変
更
事
項
】

　
工
期
　
令
和
元
年
６
月
２０
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
２
年
１
月
３１
日
（
５１
日
間
延
長
）

〇
大
月
町
立
お
お
つ
き
保
育
所
新
築
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
係
る
専
決
処
分

【
変
更
理
由
】

　
採
取
土
の
試
験
結
果
、
設

計
上
の
セ
メ
ン
ト
配
合
で
は

強
度
の
確
保
が
出
来
な
い
等

が
あ
り
仕
様
の
変
更
を
し
た
。

【
変
更
事
項
】

　
契
約
額
６
億
２
６
０
１
万
円

　（
４
５
１
万
円
増
額
）

報
　
　
告

報
　
　
告

条
　
例
（
全
員
承
認
）

条
　
例
（
全
員
承
認
）

意
見
書
（
全
員
賛
成
）

意
見
書
（
全
員
賛
成
）
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子
育
て
支
援
充
実
へ

子
育
て
支
援
条
例
制
定
調
査
特
別
委
員
会
設
置

【
名
称
】

　
大
月
町
子
育
て
支
援
条
例
制
定
調
査
特
別
委
員
会

【
設
置
目
的
】

　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
早
急
に
整
備

し
、
子
育
て
を
支
援
す
る
条
例
制
定
に
向
け
調
査
・

研
究
を
行
う
。

【
委
員
の
定
数
】
９
名
（
議
長
を
除
く
全
議
員
）

【
委
　

員
　

長
】
中
平
順
三
議
員

【
副
委
員
長
】
安
岡
邦
彦
議
員

移
住
対
策
（
結
審
）

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

〈
調
査
目
的
〉

　
本
町
の
課
題
で
あ
る
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

に
よ
る
地
域
活
力
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
政
策
を

立
案
す
る
た
め
、
現
状
と
課
題
を
調
査
し
た
。

〈
課
　
　
題
〉

▽
若
い
世
代
の
子
育
て
支
援
と
し
て
、
働
く
場
所
と

落
ち
着
い
て
住
め
る
居
宅
提
供
が
課
題
。

▽
利
用
可
能
な
空
き
家
は
多
数
あ
る
が
、
家
主
の
家

財
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
物
件
が
多
く
、
受
入

住
宅
確
保
の
た
め
に
荷
物
整
理
が
課
題
。

〈
提
　
　
言
〉

▽
移
住
者
向
け
の
町
営
住
宅
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

▽
空
き
家
活
用
の
た
め
、
荷
物
置
き
場
の
設
置
や
荷

物
処
分
の
補
助
事
業
の
実
施
。

体
験
型
観
光
の
振
興
（
結
審
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

〈
調
査
目
的
〉

　
地
方
を
訪
れ
る
観
光
客
が
中
山
間
地
域
の
経
済
を

潤
し
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

自
然
景
観
や
体
験
型
観
光
の
資
源
が
多
く
存
在
す
る

本
町
の
観
光
に
対
す
る
取
り
組
み
を
調
査
し
た
。

〈
提
　
　
言
〉

▽
海
岸
地
区
の
景
観
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
宿
泊
施
設
や
大
型
バ
ス
の
利

便
性
の
向
上
、
マ
グ
ロ
等
の
食
と
合
わ
せ
た
メ
ニ

ュ
ー
作
り
等
誘
致
に
対
す
る
受
け
入
れ
体
制
の
強

化
が
重
要
。

▽
観
光
地
連
携
計
画
が
大
月
町
発
展
に
つ
な
が
る
仕

組
み
と
な
る
よ
う
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
。

空き家の見学をする移住希望者

町の発展につながる観光振興を

すくすく育つ環境を

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告
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山
本
恒
和
　
議
員
（
Ｐ
９
）

　
・
海
洋
教
育
の
推
進

安
岡
邦
彦
　
議
員
（
Ｐ
１０
）

　
・
機
構
改
革

　
・
大
洞
山
の
観
光
整
備
計
画

中
平
順
三
　
議
員
（
Ｐ
１１
）

　
・
子
育
て
支
援

　
・
課
の
再
編

高
野
真
司
　
議
員
（
Ｐ
１２
）

　
・
道
の
駅
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

　
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ト
イ
レ

久
米
里
志
　
議
員
（
Ｐ
１３
）

　
・
住
民
の
移
動
手
段

　
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
設
置
の
進
捗
状
況

浦
木
秀
雄
　
議
員
（
Ｐ
１４
）

　
・
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

　
・
大
洞
山
の
観
光
開
発

迫力のある大洞山の風車　観光資源としての活用を

１２月定例会の傍聴者は

１４名でした。

次回定例会は３月の予定です。
傍聴のお問い合わせは　　　　

議会事務局までお願いします。

（電話：０８８０－７３－１６８２）

一
　
般
　
質
　
問

一
　

般
　

質
　

問
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大月町のここを聞く

A
　
国
は
海
洋
教
育
の
推

進
に
力
を
入
れ
、
小
学
校

は
令
和
２
年
か
ら
、
中
学

校
は
令
和
３
年
か
ら
実
施

す
る
計
画
が
あ
る
。

　
海
洋
教
育
で
は
最
先
端

を
行
く
本
町
の
経
験
と
知

識
を
活
用
し
、
大
月
小
中

学
校
の
知
名
度
を
高
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
海
洋
教
育
は
、

産
業
の
振
興
や
自
然
環
境

の
観
点
か
ら
切
り
離
せ
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
内
容
・
指
導
方
法
・

そ
の
効
果
の
分
析
が
十
分

で
は
な
い
の
で
、
関
係
機

関
・
海
洋
研
究
機
関
な
ど

と
協
議
し
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
を
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

浜
崎
教
育
長
　
小
学
校
三

年
生
以
上
は
総
合
学
習
７０

時
間
の
中
で
海
洋
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
町

は
海
に
囲
ま
れ
た
町
な
の

で
海
の
資
源
や
環
境
に
関

す
る
教
育
を
、
町
・
県
教

育
委
員
会
、
国
土
交
通
省
、

文
部
科
学
省
と
協
議
し
な

が
ら
推
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

A
　
海
洋
教
育
を
進
め
大

月
の
学
校
の
教
育
環
境
を

整
備
し
、
信
頼
感
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
世

代
の
欠
か
せ
な
い
教
育
課

題
を
解
消
す
る
こ
と
に
な

り
、
定
住
・
移
住
政
策
へ

の
貢
献
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

岡
田
町
長
　
人
口
減
少
対

策
の
一
策
に
な
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
し
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
義
務
教
育
の

強
化
の
中
で
は
、
国
へ
の

申
請
・
県
教
育
委
員
会
の

承
認
が
必
要
で
あ
り
、
来

年
度
か
ら
の
実
施
は
難
し

い
で
す
。
先
ず
は
、
拠
点

と
な
る
地
域
へ
の
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

A
　
海
洋
基
本
計
画
「
海

洋
教
育
ア
イ
ラ
ン
ド
四
国
」

構
想
は
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
「
海

洋
の
国
・
お
お
つ
き
」
と

し
て
、
大
月
独
自
の
自
然

を
生
か
し
た
学
術
産
業
の

道
へ
の
発
展
が
期
待
で
き

る
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
は
。

岡
田
町
長
　
将
来
へ
の
夢

を
持
ち
実
践
す
る
こ
と
は

必
要
と
考
え
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進

め
る
か
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
や
る
か
を
教
育
・

産
業
関
係
者
と
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

山本　恒和 議員山本　恒和 議員

海
洋
基
本
計
画
と
は

　
漁
業
従
事
者
・
内
航
船

員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
海

洋
事
業
が
衰
退
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
国
は
第
３

期
海
洋
基
本
計
画
を
平
成

３０
年
に
閣
議
決
定
し
た
。

　
国
土
交
通
省
運
輸
局
は

令
和
元
年
８
月
に
「
海
洋

教
育
ア
イ
ラ
ン
ド
四
国
」

構
想
を
発
表
し
、
海
洋
教

育
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

真剣に学ぶ課外授業

おおつきの海を学ぶ子どもたち

海洋教育の推進

「海洋の国・おおつき」へ

　　　関係機関と協議／町長
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A
　
平
成

３０
年
９
月
定
例

会
に
お
い
て
、
機
構
改
革

委
員
会
を
立
ち
上
げ
大
月

町
の
方
向
性
と
将
来
の
姿

を
描
き
な
が
ら
、
機
構
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
答
え
て
い
る
が
、
そ

の
進
捗
状
況
を
聞
く
。

岡
田
町
長
　
平
成
３０
年
７

月
豪
雨
災
害
の
復
旧
を
本

町
の
最
優
先
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

復
旧
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ

り
機
構
改
革
の
方
向
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
年

度
は
大
月
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

第
２
期
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
令
和
２
年
度
は
第

７
次
大
月
町
総
合
振
興
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
計
画
を
実
現
す

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
組

織
・
執
行
体
制
で
臨
ん
で

い
く
か
と
い
う
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

A
　
３
月
末
を
も
っ
て
管

理
職
６
名
が
定
年
退
職
を

迎
え
、
組
織
の
弱
体
化
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
産
業
振
興
な
ど
の
課

題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
す
る
た
め
課
の
統
廃
合

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
若
い
職
員
と
の

懇
談
も
必
要
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
機
構
改
革
を

行
う
の
で
は
な
く
、
職
員

の
適
材
適
所
、
知
識
や
経

験
、
特
性
を
生
か
し
た
人

事
異
動
を
行
い
ま
す
。
６

人
の
管
理
職
が
退
職
し
て

も
次
世
代
を
担
う
管
理
職

が
生
ま
れ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　

　
職
員
と
の
懇
談
で
す
が
、

若
い
職
員
の
意
見
は
重
要

な
の
で
新
年
度
以
降
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

A
　
大
洞
山
風
力
発
電
所

の
観
光
利
用
に
伴
う
計
画

は
お
ろ
か
施
設
整
備
は
何

も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
１１

月
末
日
ま
で
に
２
５
０
０
人

余
り
の
人
が
施
設
を
訪
れ

て
い
る
が
、
樹
木
が
伸
び

見
晴
ら
し
が
非
常
に
悪
く

座
る
と
こ
ろ
も
な
い
な
ど

の
指
摘
が
あ
る
。

　
大
月
町
観
光
地
連
携
計

画
の
中
で
整
備
が
望
ま
れ

る
施
設
と
し
て
掲
げ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

岡
田
町
長
　
ハ
ー
ド
面
の

山
頂
の
ト
イ
レ
と
展
望
台

は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
と

設
置
場
所
や
必
要
経
費
な

ど
に
つ
い
て
の
協
議
を
完

了
し
、
着
手
は
令
和
３
年

度
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
は
観
光
客
の
満

足
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、

観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ

て
ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
樹
木
の
伐
採
は
、
森
林

組
合
等
に
見
積
も
り
を
依

頼
し
必
要
経
費
は
把
握
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
３０
年

７
月
の
災
害
に
よ
り
着
手

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　
登
り
口
の
途
中
に
公
園

を
整
備
し
、
ベ
ン
チ
の
設

置
も
協
議
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
災
害
で
公
園
整
備

予
定
地
を
残
土
処
理
場
と

し
た
た
め
、白
紙
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

安岡　邦彦 議員安岡　邦彦 議員

住民サービスの充実を

一　般　質　問

機構改革

課の統廃合を検討すべき

　　人事異動で対応／町長

大
洞
山
の
観
光
整
備
計
画

ト
イ
レ
と
展
望
台
は

　
令
和
３
年
度
を
目
指
す
／
町
長
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A
　
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
「
子
育
て
支
援
条

例
」
を
制
定
し
、
少
子
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

島
根
県
海
士
町
を
参
考
に

①
結
婚
祝
金
②
出
産
準
備

金
③
出
生
祝
金
④
不
妊
治

療
助
成
金
⑤
転
入
児
童
生

徒
奨
励
金（
１８
歳
未
満
）等

を
取
り
入
れ
「
大
月
版
子

育
て
支
援
条
例
」
を
制
定

す
れ
ば
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
対
策
の
一
助

と
な
る
と
思
う
。
先
憂
後

楽
の
考
え
の
も
と
英
断
す

べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
は
。

岡
田
町
長
　
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
に
沿
っ
た
考
え
の
も

と
最
重
要
課
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
大
月

町
子
ど
も
子
育
て
支
援
計

画
第
２
期
計
画
を
策
定
中

で
あ
り
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
環
境
を

整
備
す
る
よ
う
協
議
検
討

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
当

初
予
算
に
は
、
条
例
を
制

定
す
る
か
判
断
し
、
さ
ら

な
る
子
育
て
支
援
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で

す
。

A
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
納

税
者
の
目
的
別
基
金
５
項

目
の
１
つ
で
あ
る
「
教
育
・

子
育
て
施
策
」
残
高
３
９

５
０
万
円
余
り
を
子
育
て

支
援
基
金
に
積
み
立
て
れ

ば
、
財
源
の
捻
出
は
可
能

と
思
わ
れ
る
が
基
金
創
設

の
考
え
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
条
例
の
中
で
「
教

育
・
子
育
て
の
施
策
」「
町

長
の
町
政
全
般
に
関
す
る

施
策
」
の
基
金
残
高
で
財

源
は
確
保
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

３
月
の
当
初
予
算
で
報
告

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

A
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

が
平
成

２８
年
度
に
設
置
さ

れ
、
そ
の
業
務
分
掌
は
条

例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
総

務
課
及
び
産
業
振
興
課
が

ス
リ
ム
化
さ
れ
、
両
課
を

併
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
再
編
の
考
え
は
。

岡
田
町
長
　
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
の
業
務
分
掌
は
、

総
務
課
が
担
当
し
て
い
た

企
画
部
門
を
重
点
的
に
と

い
う
こ
と
で
配
置
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
元
々
の
課
に

戻
す
と
受
け
皿
が
な
い
関

係
上
、
今
の
組
織
体
制
で

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

A
　
今
年
度
、
６
人
も
の

管
理
職
が
退
職
さ
れ
、
２

人
が
再
任
用
を
申
請
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

再
任
用
す
れ
ば
ど
の
よ
う

な
役
職
に
な
る
の
か
身
分

保
障
に
つ
い
て
聞
く
。

岡
田
町
長
　
役
職
を
解
き
、

本
町
の
再
任
用
規
定
で
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

中平　順三 議員中平　順三 議員

子どもたちの笑い声の響く町に

手続きに訪れる町民

大月町のここを聞く

課の再編

まち課の再編は

　今の組織体制で／町長

子育て支援

条例制定を

　　協議検討していく／町長
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A
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

ト
イ
レ
は
、
周
辺
の
施
設

と
合
わ
せ
て
総
合
的
な
ト

イ
レ
に
す
る
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

浜
崎
教
育
長
　
整
備
計
画

を
元
か
ら
見
直
し
、
老
朽

化
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理

棟
、
大
月
分
校
体
育
施
設

と
合
わ
せ
て
、
複
合
施
設

と
し
て
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

高野　真司 議員高野　真司 議員

道の駅ふれあいパーク

施設改装スケジュールは

　　令和４年度を目指す／町長

多機能拠点化計画の完成イメージ図 

A
　
平
成

３０
年
度
に
「
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク
・
大
月
」

多
機
能
拠
点
化
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
事
業

着
手
が
先
送
り
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

岡
田
町
長
　
災
害
復
旧
関

連
工
事
の
進
捗
状
況
を
考

え
る
と
、
ふ
れ
あ
い
市
の

撤
去
工
事
、
駐
車
場
の
整

備
を
令
和
４
年
度
に
実
施

し
、
第
１
期
整
備
工
事
の

完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
棟
の
建
築
を
中

心
と
す
る
第
２
期
整
備
工

事
は
令
和
５
年
度
以
降
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
計

画
策
定
か
ら
数
年
経
過
し

て
い
る
た
め
計
画
自
体
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　
基
本
計
画
を
軸
と
し
て

再
検
討
し
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

A
　
現
在
イ
ベ
ン
ト
時
は

国
道
を
ま
た
い
だ
場
所
に

臨
時
駐
車
場
を
設
置
し
て

い
る
が
、
歩
行
者
の
国
道

横
断
は
非
常
に
危
険
で
あ

る
。
ま
た
商
品
搬
入
車
両

と
来
客
車
両
が
同
じ
駐
車

場
で
煩
雑
し
て
い
る
が
、

駐
車
場
設
置
計
画
は
。

岡
田
町
長
　
現
在
の
駐
車

台
数
は
１
０
３
台
で
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
で
は

建
物
周
辺
に
９０
台
、
第
２

駐
車
場
に
６０
台
を
整
備
す

る
計
画
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
時
は
役
場
か

ら
の
送
迎
バ
ス
な
ど
で
対

応
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
納
品
者
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
も
確
保
す
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

A
　
販
売
金
額
目
標
を
整

備
事
業
完
了
か
ら
５
年
後

に
は
、
年
間
販
売
金
額
２

憶
５
千
万
円
に
設
定
し
て

い
る
根
拠
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

　
近
年
の
道
の
駅
利
用
者

や
販
売
金
額
は
徐
々
に
上

昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
で
多
機

能
化
し
、
新
た
な
需
要
の

掘
り
起
こ
し
と
、
段
階
的

な
整
備
に
よ
る
客
の
増
加

や
、
新
た
な
事
業
モ
デ
ル

に
取
り
組
み
、
５
年
間
の

年
平
均
増
加
率
を
４
％
と

目
標
設
定
し
て
い
ま
す
。

運
営
体
系
の
強
化
や
商
品

の
確
保
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
道
の
駅

を
核
と
す
る
産
業
振
興
や

雇
用
の
創
出
を
目
指
し
、

目
標
達
成
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

A
　
臨
時
的
な
雇
用
で
は

若
い
人
は
結
婚
、
子
育
て

や
教
育
な
ど
が
で
き
な
い
。

身
分
保
障
の
あ
る
職
員
採

用
に
改
善
し
、
働
き
甲
斐

の
あ
る
職
場
に
す
る
こ
と

で
道
の
駅
基
本
構
想
を
達

成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
施
設
の
運
営

の
在
り
方
、
職
員
待
遇
な

ど
の
案
件
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
理

事
会
、
評
議
委
員
会
の
な

か
で
、
意
見
も
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

働き甲斐のある職場に

一　般　質　問

総合グラウンドトイレ

計画の進捗状況は

　複合施設として検討／教育長
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A
　
運
転
免
許
の
返
納
者

や
高
齢
者
、
ま
た
身
体
の

不
自
由
な
方
な
ど
、
こ
れ

か
ら
バ
ス
利
用
す
る
人
々

の
移
動
手
段
が
、
現
在
の

公
共
交
通
や
バ
ス
路
線
で

は
利
便
性
が
悪
い
。
利
便

性
の
良
く
な
る
バ
ス
路
線

の
変
更
や
、
小
回
り
の
利

く
８
人
乗
り
程
度
の
車
で
、

輸
送
回
数
を
増
や
す
移
動

サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
で
き
な

い
か
。

岡
田
町
長
　
高
齢
化
に
伴

う
免
許
返
納
制
度
へ
の
対

応
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
５

年
先
、
１０
年
先
の
公
共
交

通
の
在
り
方
を
地
域
公
共

交
通
会
議
で
協
議
し
計
画

策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
に
は
計
画
に
沿

っ
て
、
弘
見
周
辺
を
巡
回

す
る
町
バ
ス
な
ど
の
実
証

運
行
を
行
い
な
が
ら
、
住

民
の
要
望
に
叶
う
持
続
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

A
　
住
民
自
ら
が
所
有
す

る
自
家
用
自
動
車
を
使
っ

て
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
公
共
交
通
空
白
地
有
償

運
行
の
活
用
は
で
き
な
い

か
。

岡
田
町
長
　
姫
ノ
井
地
区

の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
検
討
し
て
い
る
自

家
用
車
有
償
運
行
を
含
め
、

新
た
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の

検
証
を
行
え
る
よ
う
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

A
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
９

月
補
正
予
算
で
計
上
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
、
ま
た
対
象
者
の
範

囲
や
経
営
方
法
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
予
算
の
執
行
状
況
は
、

事
業
の
中
心
と
な
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
募
集
を
行
う

段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
の
範
囲
は
、
０
歳

か
ら
小
学
生
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
、
様
々
な

子
育
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
等

の
隙
間
を
補
完
す
る
こ
と

を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
事
務
局
は
教
育

委
員
会
に
設
置
し
、
町
民

福
祉
課
、
保
険
介
護
課
な

ど
と
情
報
共
有
し
隙
間
の

な
い
子
育
て
支
援
の
推
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

久米　里志 議員久米　里志 議員

10年先の公共交通の在り方を検討

ほっとセンターで遊ぶ子どもたち

大月町のここを聞く

住民の移動手段

移動サービスの充実を

　　　　向上に努める／町長

ファミリーサポートセンター

運営方法は

　　隙間なく推進
　　／まちづくり推進課長
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A
　
障
が
い
者
に
や
さ
し

い
町
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
す
す
め
て
い
る
か
。

岡
田
町
長
　
①
思
い
や
り

②
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
③
自
立
と

社
会
参
加
の
基
盤
作
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

A
　
引
き
こ
も
り
を
中
心

に
、
介
護
、
困
窮
と
い
っ

た
複
合
的
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
家
庭
に
対
応
す
る

た
め
、
厚
生
労
働
省
は
、

窓
口
一
本
化
を
し
市
区
町

村
の
体
制
整
備
を
促
す
方

針
を
決
め
た
。

　
大
月
町
で
も
支
援
体
制

を
整
え
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
町
長
が

言
い
ま
し
た
よ
う
に
今
後
、

各
課
、
社
協
、
民
生
が
一

体
化
で
き
、
相
談
窓
口
が

う
ま
く
活
用
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

A
　
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
で

は
、
洋
式
ト
イ
レ
が
１
つ

し
か
な
く
、
し
か
も
、
女

性
ト
イ
レ
の
中
に
作
ら
れ

男
性
は
使
え
な
い
。
男
性

ト
イ
レ
に
も
洋
式
ト
イ
レ

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
和
式
ト
イ
レ
は
使

い
に
く
く
多
く
の
人
が
外

で
順
番
待
ち
を
し
て
い
る
。

和
式
ト
イ
レ
を
簡
易
洋
式

ト
イ
レ
に
改
善
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
和
式
ト
イ
レ

よ
り
洋
式
ト
イ
レ
の
方
が

今
の
年
齢
構
成
か
ら
見
て

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
構
造
上
設
置
が

難
し
い
た
め
、
改
善
に
向

け
社
協
と
話
し
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

A
　
各
地
区
の
集
会
所
の

ト
イ
レ
を
簡
易
洋
式
ト
イ

レ
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
地
区
長
か
ら

事
情
を
聴
き
、
申
請
を
し

て
い
た
だ
い
て
、
年
次
計

画
を
も
っ
て
解
決
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

A
　
大
洞
山
の
展
望
台
と

ト
イ
レ
の
予
算
は
い
つ
計

上
し
、
ど
れ
だ
け
に
な
る

見
込
み
か
。

岡
田
町
長
　
令
和
３
年
度

に
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
展
望
台
は
７０
平
米
、
高

さ
５
ｍ
で
約
３
３
０
０
万
円
、

ト
イ
レ
は
可
搬
設
置
型
循

環
式
水
洗
ト
イ
レ
で
約
１

８
５
０
万
円
の
見
積
も
り

が
出
て
い
ま
す
。

A
　
可
能
な
限
り
許
可
無

く
入
山
で
き
、
道
の
駅
で

も
開
放
日
を
知
ら
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
開
放
に
つ
い

て
は
さ
ら
に
詰
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
開
放
日
は
、
道
の
駅
で

示
す
よ
う
に
指
示
し
て
い

ま
す
が
、
よ
り
良
い
も
の

に
す
る
た
め
に
、
観
光
協

会
と
継
続
し
て
話
し
あ
っ

て
い
き
ま
す
。

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

障がい者にやさしい町づくり

窓口一本化で整備体制を

　　やさしい町づくりをめざす／町長

展望台の設置が待たれる大洞山

ほっとセンターに簡易洋式トイレを

一　般　質　問

大
洞
山
観
光
開
発

予
算
は
い
つ
計
上
す
る
の
か

　
　
令
和
3
年
度
に
計
上
／
町
長
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松
下
　
澄
男
　
さ
ん
（
一
切
）　
　

ま
つ
し
た

す
み
お

（
　

龍
ヶ
迫
　

）

　
私
は
四
人
姉
弟

の
長
男
と
し
て
龍

ヶ
迫
で
生
ま
れ
、

段
々
畑
の
石
垣
に

反
射
す
る
陽
の
光

と
、
海
か
ら
の
潮

風
に
包
ま
れ
て
育

っ
た
。

　
若
い
頃
は
海
上

自
衛
隊
の
呉
所
属
の
護
衛

艦
に
乗
艦
。
そ
の
後
は
遠

洋
漁
業
の
マ
グ
ロ
船
に
乗

り
組
み
、
一
度
出
航
す
る

と
１０
〜
１１
ヵ
月
は
日
本
本

土
を
踏
む
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　
２８
歳
の
時
、
中
村
の
職

業
訓
練
所
で
技
術
を
修
得

し
、
岡
山
で
建
築
業
に
従

事
、
そ
の
地
で
結
婚
し
四

男
一
女
に
恵
ま
れ
た
が
、

妻
が
４２
歳
で
早
世
し
た
た

め
、
私
の
母
が
幼
き
子
供

達
を
育
て
て
く
れ
た
。

　
そ
の
母
へ
恩
返
し
す
る

た
め
に
６０
歳
の
時
、
長
く

勤
め
あ
げ
た
仕
事
を
引
退

し
単
身
で
帰
郷
し
た
。
魚

釣
り
が
大
好
き
で
何
れ
は

故
郷
で
の
釣
り
三
昧
を
夢

見
て
い
た
。

　
大
好
き
な
釣
り
は
実
現

で
き
た
が
、
周
囲
に
は
人

が
少
な
く
な
り
、
至
る
所

に
空
き
家
が
目
立
つ
。
何

か
を
や
ろ
う
と
し
て
も
人

が
い
な
く
て
は
何
も
で
き

な
い
。

　
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ

た
懐
か
し
の
故
郷
・
龍
ヶ

迫
や
大
月
の
町
は
何
処
へ

行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

中
平
　
文
子
　
さ
ん
（
一
切
）

な
か
ひ
ら

ふ
み
こ

（
　

芝
　

）

　
私
は
ミ
ニ
バ
イ
ク
に
乗

っ
て
農
家
の
仕
事
に
行
っ

て
い
ま
す
。
冬
場
の
農
閑

期
に
は
夫
と
２
人
で
ひ
が

し
や
ま
や
芋
ア
メ
を
作
っ

て
い
ま
す
。
注
文
も
あ
り

ま
す
。
む
ろ
板
に
流
し
た

ア
メ
が
冷
め
な
い
う
ち
に

私
が
手
早
く
包
丁
で
切
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
ア
メ

を
夫
が
ハ
サ
ミ
で
２
セ
ン

チ
５
ミ
リ
角
に
切
り
、
き

な
粉
を
敷
い
た
む
ろ
板
に

丁
寧
に
並
べ
て
い
き
ま
す
。

黙
っ
て
い
て
も
、
二
人
の

呼
吸
は
自
然
に
合
い
ま
す
。

　
今
一
番
気
が
か
り
な
こ

と
は
、
夫
が
高
齢
の
た
め
、

子
供
た
ち
か
ら
の
勧
め
で

最
近
運
転
免
許
証
を
返
納

し
た
の
で
、
病
院
や
買
い

物
な
ど
２
人
で
の
移
動
手

段
が
と
て
も
不
便
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
時

な
ど
が
特
に
不
安
に
思
い

ま
す
。
ハ
イ
ヤ
ー
や
福
祉

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い

る
が
経
費
も
か
か
り
ま
す
。

役
場
で
補
助
金
制
度
や
、

も
っ
と
利
便
性
の
よ
い
移

動
手
段
を
お
願
い
し
た
い

で
す
。

私の想いみんなの
広　場

大月町のここを聞く
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発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

　
柏
島
で
食
堂
「
お
好
み

き
み
」
を
開
い
て
い
る
島

本
き
み
さ
ん
を
訪
ね
た
。

ど
う
し
て
食
堂
を

　
年
を
取
っ
た
母
親
を
大

阪
か
ら
柏
島
に
連
れ
て
帰

っ
て
ね
。
３０
歳
の
と
き
や

っ
た
。
食
う
も
ん
や
っ
た

ら
す
た
ら
ん
と
思
っ
て
食

堂
を
始
め
た
が
よ
。

な
ぜ
「
お
好
み
き
み
」

　
お
好
み
焼
き
を
焼
い
て

い
る
店
じ
ゃ
あ
な
い
が
ぜ
。

お
客
さ
ん
の
好
み
に
応
じ

て
料
理
を
作
る
か
ら
「
お

好
み
」
と
し
た
が
ぜ
。

当
時
の
様
子
は

　
そ
う
よ
ね
え
。
柏
島
の

人
口
は
９
０
０
人
、
子
ど

も
は
９０
人
く
ら
い
い
た
ろ

う
か
。
ハ
マ
チ
の
盛
り
が

す
た
り
だ
し
た
こ
ろ
や
っ

た
ね
え
。
出
張
診
療
の
お

医
者
さ
ん
、
小
学
校
、
中

学
校
、
保
育
園
の
先
生
、

地
元
の
水
産
業
の
人
た
ち

が
食
べ
に
来
て
く
れ
た
ね

え
。

苦
し
い
こ
と
は

　
お
い
し
い
ね
え
と
喜
ん

で
も
ら
え
る
の
が
こ
の
商

売
。
苦
し
い
、
や
め
ろ
う

と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
ね

え
。
み
ん
な
に
助
け
ら
れ

て
こ
こ
ま
で
き
た
。
よ
う

や
っ
た
と
い
う
思
い
や
ね

え
。

　
き
み
食
堂
で
は
、
１０
年

に
一
度
、
節
目
を
祝
っ
て

お
祝
い
を
し
て
き
た
。
今

年
も
地
域
の
人
に
支
え
ら

れ
て
盛
大
に
４０
周
年
を
祝

っ
た
。

　
店
内
に
は
、
歴
史
を
語

る
た
く
さ
ん
の
写
真
が
飾

ら
れ
て
い
た
。

　
「
女
手
ひ
と
つ
で
こ
こ

ま
で
よ
う
頑
張
っ
た
ね
え
」

と
声
を
か
け
る
と
、
き
み

さ
ん
は
に
っ
こ
り
笑
っ
た
。

（
取
材
・
浦
木
秀
雄
）

よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で

よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で

編
集
後
記

編
集
後
記

　
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て

会
社
や
社
会
の
成
長
を
目

指
し
て
い
た
バ
ブ
ル
期
以

前
に
比
べ
、
モ
ノ
が
あ
ふ

れ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発

展
に
よ
っ
て
便
利
に
な
っ

た
現
代
で
は
、
人
は
組
織

で
は
な
く
個
人
の
幸
せ
を

追
求
す
る
よ
う
な
傾
向
に

あ
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た

社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、

世
代
間
の
価
値
観
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
今
も

昔
も
人
無
く
し
て
社
会
は

成
立
し
な
い
。

　
多
様
化
す
る
社
会
の
中

で
、
自
分
に
は
な
い
新
し

い
価
値
観
と
出
会
い
理
解

す
る
こ
と
で
、
人
生
を
よ

り
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
野
村
満
久
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
山
本
　
恒
和

　
副
委
員
長
　
安
原
　
明
彦

　
委
　
　
員
　
浦
木
　
秀
雄

　
委
　
　
員
　
野
村
　
満
久

　
委
　
　
員
　
久
米
　
里
志

４０
周
年
餅
文
字
と

　
　
談
笑
す
る
人
た
ち

こんにち
は

女手ひとつで40年女手ひとつで40年女手ひとつで40年
島本　きみ さん（71歳）
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